
中学部研究



研究テーマ

「授業改善を重ねよりよい指導
と学習評価の充実を目指して」

～「国語科」に焦点を当てて～



研究目標

①育成を目指す資質・能力の三つの柱に沿って作成
した評価規準について、評価方法や評価内容におけ
る妥当性を検証する。

②該当教科の単元の内容・目標、指導実践を複数の
教師間で共有し、多面的・多角的な視点から授業改善
を図る。



研究方法

①学習評価における検討

国語科において、内容のまとまりと関連
付けた目標と評価規準により、評価する
際の方法や内容について整理する。

②授業評価における検討

目標、支援方法・活動内容が適切だった
かを動画の視聴や振り返り記録を通して、
授業改善を行う。



今年度は 「評価について迫る」

• ３つのグループごとに、丁寧な実態把握を

それぞれに行い個別の指導計画を見直し、評
価規準を共通理解した。

学習目標の評価等を検証することで、目標
の再設定、授業内容の見直しにもつながる

のではないか。



研究経過
•実態把握

•身につけさせたい力の明確化

•目標・評価規準の設定
•授業の活動内容の整理（動画視聴）

•目標・評価規準の再設定

国語の授業における動画をいくつか撮影し、授業の様子を
見ながら「中学部研究検討シート」を用いて検討を進めた。



「中学部研究検討シート」

１年ｸﾞﾙｰﾌﾟ ３年ｸﾞﾙｰﾌﾟ



１年生 対象生徒Bさんの事例

•①生徒の実態
情
緒
面

・学習に対して意欲的であり、期待感をもって取り組むことがで
きる。

・特定の好きな本や活動があるが、声かけを受けて気持ちの調整
をすることができる。

認
知
面

・身近な人や好きなものの名前の文字を覚え、５０音表から選ん
で並べることができる。

・自分の興味のある動物名などはよく知っているが、日常生活言
語は身に付いていないものが多い。
・絵を見て発声していることが多くある。

・自分にとってのマイナスイメージのものは全て「怖い」という
表現になる。

対
人
面

・自分のしたいことを身ぶりサインや発声、カードで伝えること
ができる。＊非常に限定されている。
・人とのやりとりを好み、自分から教師や友だちとかかわる。



国語科で身に付けさせたい力
感情を表す言葉を知り、自分の気持ちを相手に伝えられる力

観点 目 標 評価規準

知技 感情や気持ちを表現する言葉を正しく
使う。

感情や気持ちを表現する言葉を正しく使っている。

＊「やめて」「楽しい」「痛い」「かゆい」「ねむい」など
感情を表現する言葉を正しく使い、自分の気持ちを
伝えられたら◎。

思判
表

簡単な指示に応じた行動を取ったり、
自分から２語文で表現したりする力を
養う。

簡単な指示に応じた行動を取ったり、自分から２語
文で表現したりしている。

＊「電気 つける」「ドア 開ける」「ごはん 食べる」など
の２語文を理解し、行動できていたら◎。

学び
（評）
主体

相手の質問が大まかに分かり、自ら
考えを相手に伝えたり、行動したりしよ
うとする。

相手の質問が大まかに分かり、自ら考えを相手に
伝えたり、行動したりしようとしている。

＊相手の質問が大まかに分かり、自ら考えを相手
に伝えたり、行動したりしようとしていたら◎。

②国語科で身に付けさせたい力・目標・評価規準



単元計画表の作成

『書くこと』や『学習プリント』は難しい実態。「気持ちを正しく伝えることに課題がある」ことが分かり、
『言葉を構成しよう！』という内容を中心に単元計画表を作成した。



学習評価の検討①

• 少ない語彙の中でも、「おいしい」「いや」は正しく表現できた。

• 動作の絵カード（本人の気持ち）と言葉の結びつきが曖昧な状
況であった。

• 「うるさい」「かゆい」等の表現を適正な場面で使うことが出来
ていなかった。

⇒マイナスなイメージを伴うものは全て「こわい」

＜検討内容及び課題＞

• 感情を表す言葉だけでなく、「自分の気持ちを伝える」ことに重
点を置いたほうがよいのではないか。

＊「感情や気持ちの言葉」は難しい

• 絵カードの絵より、本人が動作をしているカードの方が、定着
につながるのではないか。

• どのようにして、言葉を増やしていくかが課題。



目標と評価規準の再設定

〇目標
〈知識・技能〉

体験したことを絵カードや写真を見て選び、「ねる」や「あける」など、身近で簡単
な動詞を正しい意味で捉える。
〈思考・判断・表現〉
簡単な説明や指示に応じた行動を取ったり、自分から２語文で表現したりする。
〈学びに向かう力・人間性〉
相手の質問が大まかに分かり、自ら相手に伝えたり、行動したりしようとする。

〇評価規準
〈知識・技能〉

・「ねむい」に対して、「ねる」や、「あけて」に対して「あける」など、動詞を正しい意
味で捉えている。
〈思考・判断・表現〉

・簡単な説明や指示に応じた行動を取ったり、自分で選んだ写真を見ながら自分
から２語文で表現したりしている。
〈主体的に学習に取り組む態度〉
相手の質問が大まかに分かり、自ら相手に伝えたり、行動したりしている。



学習評価の検討②

・虫に刺された箇所を見て、「かゆい」と言うことができた。また、
「痛い」と言う言葉を聞いて傷のある足を見ることもあった。この
ように、体験したことをその場で言語化していく経験を積んでい
くことができた。

• 「いたい」「ねる」などの言葉が、自分の写真を見ることで言え
るようになってきている。

＜検討内容及び課題＞

• 実体験と結びつけることが本生には大事になる。（言葉を育て
ていく。）経験したことを生活の中で的確に使用できるかが課
題となる。教師が本生の動作を言語化し、繰り返し活用してい
く指導が重要になる。

・生活の中でも使っていく場面を設定していく。



学習評価の検討を受けて…

日常生活の中で動作を教員が言語化する。

本人の言葉から動詞へとつなげる。（眠い→寝る等）

動詞や名詞の語彙を増やしながら２語文を作っていく。



考察

• 感情の表現だけでなく、まずは身近なものの名前や、簡単な動作を
表す言葉を、日常生活の場面をイメージさせながら身に付けさせる
ことが大切である。（イラストではなく本人の映った写真を使用）

• 日常生活の指導など、教育活動の中で関連付けながら指導をして
いくことが重要である。

• 本生の実態から、言葉だけでなく、身振りでも表現することで、相手
に伝わる経験を積み、やりとりをすることへの意欲へとつなげる。

目標や評価規準を見直したことにより、以下のことに気付く
ことができた。



学部研究の成果と課題
（１）学習評価
①実態把握を丁寧に行い、評価規準を定める
②評価規準を具体的な行動で示す
③自立活動や日常生活の指導と関連付ける

（２）授業評価
教師の授業改善の支援の手立てや教材について、授業
者による話し合いを行い、授業改善を図っていく。反省は、
略案をもとに話し合いをしたり、Formsの入力による集計
をしたりして、必要な視点を分析し、授業改善を図る。授業
者は、授業改善案をもとに授業担当者と効率よく教師間で
言葉を交わせる工夫をしていくことが大切である。



学部研究の成果と課題

評価を実施するにあたり、教師間で授業の
目標や評価規準を単に共有するだけではな
く、個別の指導計画の単元の目標や評価規
準を常に見える化していく等、日々の工夫を
行い、学習評価したことに留まらず、生徒が
学習によって「できるようになったこと」を日々
の生活の中で般化できるような支援を行って
いくことが求められる。


